
奄美⼤島にある
コミュニティラジオ局

特定⾮営利活動法⼈ディ！が保有
若者へシマのすばらしさを

伝える⽬的もある
あまみエフエムに着⽬
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残された課題

今後の展望

奄美⼤島の現状
�
�

・⽣産年齢⼈⼝の減少
・経済規模の縮⼩
・社会活⼒の低下
・コミュニティ機能の
 低下による
��つながりの希薄化

あまみエフエムが若者に与える影響について
ー街頭調査を通して⾒えてきた課題と場所的アイデンティティの確⽴ー

⿅児島⼤学 法⽂学部法経社会学科3年 仲塚愛莉

1.研究の⽬的

課題意識

若者の
島外流出

あまみエフエム

あまみエフエムが
10代の若者の無意識に
どのように影響し、また、
奄美⼤島に住む若者の

アイデンティティの確⽴に
どのような影響があるのか

⾮営利活動法⼈ディ！代表をはじめとする職員の⽅6名へのインタビュー 名瀬市街地にいる⼩中⾼⽣32名へのインタビュー

若い⼈が少ない
ことによる様々な課題

・⾼校卒業後に     が島外に
進学・就職

・⼈⼝移動から⾒ても、
10代で島外にでた若者が多い⼀⽅、
その後の、Uターンは進んでいない

9 割

奄美⼤島の⼈⼝推移

⽣産年齢⼈⼝は昭和30年と⽐較して
約半数以下に…！

また、⽼年⼈⼝の増加による、
「社会活⼒の低下」

「コミュニティ機能の低下による
つながりの希薄化」
が問題視される

2.あまみエフエム職員の⽅へのインタビュー

3.名瀬市街地にある施設・お店へのインタビュー

4.10代の若者への街頭インタビュー

6.今後の展望5.調査を通して明らかになったこと

問 い

代表の麓憲吾さんは
「「あまみエフエム」開局までの道のりとその役割：

島のアイデンティティを形成するコミュニティ・メディア」
  「これまで無意識に劣等感が⽣まれてしまった
  状況において、アイデンティティを育むには

その無意識に改めて、
島のモノゴトとによる情報や価値の
提案を注ぐ必要があるのではないか」

と述べている

うがみんしょら

ありがっさまりょうた
77.7㎒

場所的アイデンティティ/若者/無意識/
コミュニティFM

キーワード

麓憲吾さん/俊岡せのんさん/菅野優希さん/久⽶蘭さん/積貴⼦さん/渡陽⼦さん

あまみエフエム
パーソナリティ

久⽶蘭さん

・⼩学⽣1名/中学⽣20名/⾼校⽣11名
・男⼦17名/⼥⼦15名

世代別の割合グラフ

名瀬市街地AiAiひろばを中⼼に
街頭インタビュー

※許可をいただき、インタビュー、
撮影、録⾳をさせていただきました

奄美⼤島にある5校の⽣徒にインタビュー

        に調査を⾏うことができました！2％

東京堂ガバガバ 市⺠交流センター 島⼈mart AiAiひろば

商店街アーケード近く⽂具店
奄美市役所近く
学習スペース有

奄美⾼校、⼤島⾼校近く
島のコンビニエンスストア

商店街アーケード近く
街の公⺠館的存在

10代の中学⽣の利⽤多い
⼥⼦は個⼈で、

男⼦は集団での利⽤が多い

中⾼⽣の学習スペースの
利⽤が多い

図書館も併設されており、
テスト期間になると

勉強をする学⽣が増える

奄美⾼校の⽣徒の利⽤が多い
通学前、昼、放課後と
飲⾷スペースもある

⼩中校⽣の利⽤が多い
机椅⼦があり、Wifiもある

カードゲームを
している⼦を⾒る

YouTubeの⾳楽 歌のないBGM 有線 あまみエフエムラジオ

若者が多く集まる4つの施設・お店へインタビュー
その内容、利⽤者、流れている⾳楽、最近の若者の傾向についてインタビューした内容についてまとめる

SNSで流⾏している商品を
よく聞かれるようになった

以前に⽐べ、
男⼥の⾏動が変化している

礼儀正しい⼦が多い
マナーを守った利⽤

特に変化している点はない
島⼈mart前にある公園で
TikTokを撮っている⼦を
⾒かけるようになった

天気や時間帯、曜⽇によって
若い利⽤者の⼈数は異なる

以前とは異なり、
ゲーム機で遊ぶ⼦を

よく⾒かけるようになった

その中の

認知度100％ !!! 実際に出演した⼦26⼈ !!! (中には、5回以上の出演経験がある⼦も…！)
いつ？どこで？ どう思う？商店街

家のリビング

隣の家から聞こえてくる

お店の中

幼少期
駄菓⼦屋さんに寄ったときに

部活動で 学校で
地域⾏事で

災害の時に良い

パーソナリティのお姉さんが
明るい

たまに⾯⽩い内容がある

⾯⽩い

⾼校卒業後、島を出る割合

いずれは島へ帰りたいと考える割合

よく聞かれた発⾔

・うがみんしょら
・ありがっさまりょうた
・だいばん
・はげ∼
 (→⾼校⽣になると
  使わなくなるそうです)

9割
7割

多くの⼦がいずれは
帰ってきたいとし、

数名は、まだわからない、
島は出たいと答えた

帰りたい 帰らなくてもいい

「都会怖い」 「ヤンキーいそう」

「落ち着く」

「内地の⼈と結婚したくない」

「なんだかんだいって楽しい」

「東京⾏って、奄美がいいと思った」

「都会すぎると嫌」

「家族がいるから」

「たまに帰ってくるのでいい」 「不便」

「最新ではない」

「先進的なことを学びたい」

「仕事がない」

「海があるし、キャンプできる！」

「ずっとここは嫌だ」

「都会に⾏きたい」 「親が出ろっていう」

「ありがとうとかもちょっと違うよね」
という問いかけに対して

ほとんどの⼦が瞬時に⽅⾔で回答

∼ち、∼ちょという⽅⾔は使⽤する⼦が多い

・ラジオができるまで、島唄や⾳楽が町で聞こえることはなかった
(今では、奄美が⽇本で1番奄美の⾳楽が流れているという当たり前の環境が整っている)

・他のコミュニティFMにはない島らしさを出し、島意識を1つにまとめる(違うことをまとめる1つのプラットフォームに)

・顔の⾒える環境、コミュニケーションも⼤事にしたいとし、駄菓⼦屋併設のラジオ局をつくる
 「⼤⼈には懐かしく、⼦どもには新しく」
 記憶の中にラジオ局があったということを残してもらえるように

・島にいる間はラジオに興味なかったのに、外にでてから聞くようになる⼦も多い
 あの時聞いたラジオ、あの時出演したラジオがと帰ってきて働く職員もいる

・島意識が⾼まり、SNSで発信が気軽にできるようになる中で、
 どうラジオで奄美の深い部分を伝えていくか、投げかけ続けていきたい

 ラジオの感化の⾯⽩いところなんですけど、空気感で感化、ようは間接的感化なんですよ。だから、島⼝を使ってなかった
⼈たちが使い始める。で、いつから使い始めてるのって聞いたら、いつからかな？なんで使ってるの？いやなんか使いたくな
ったから。ラジオ聴いたから、使い始めたっていう⼈はほとんどいないわけですよ。それが⾯⽩いのが、私たちはそういう島
の⾔葉が薄れてるっているのを課題に放送に乗っけていくわけですけど、それ以降1年くらいたって、⾏政のお堅い挨拶とか
会議で、冒頭「うがみんしょら」って始まることなんか2007年以前はほとんどなかったです。けど、今はそれはスタンダード
になってます。けど、うちの感化かっていうのは⾔えないですけども、変わった環境といえば、うちができたかなっていうの
はあると思います。

あまみエフエムに出演もさせていただきました！

 なるべく使って(⽅⾔を)、であの使っていけば、こうだんだんわかってくるので。⾃分⾃⾝もそう
だったので。でそういう環境づくりじゃないけど、そういった、なんか使ってもいいんだよみたい
な、そういった環境になってほしいなっち思いながら、⼦どもたちに話しかける時もそういった⾔葉
は⼊れ込むようにしてます。

インタビューを通して
分かったこと

 ・あまみエフエム設⽴当初とは異なり、若者に奄美出⾝であることの誇りや愛着は多く⾒られた
 ・⼩中⾼⽣のインタビュー調査では、
  多くの⼦がいずれは奄美に戻ってきたいと考えていること分かった
 ・あまみエフエムは若者の無意識に届く環境があり、若者にとってより⾝近な存在であることがわかった
 ・無意識に届く環境が整っていることで、⽅⾔や島への愛着など、アイデンティティの確⽴に
  少なからず影響している部分があることがわかった

あまみエフエムは10代の若者の無意識に影響し、
奄美⼤島出⾝であることのアイデンティティの確⽴に役⽴っている

無意識に聞こえてくる環境が整っている
商店街アーケードにはスピーカー30個

保護者の⾞の中など

多くの⼦があまみエフエムが記憶に
残るような出演経験をしている
島外に出て、思い出すきっかけや好印象に

アイデンティティが確⽴される
⼩学校から中学校までで

学校や家庭以外の教育となっている

年を重ねるごと、また、男⼥別で差が⾒られたこと

 今回の調査では、あまみエフエムに出演経験がない、あまり聞かない⼦は、島外へ就職・進学
後帰ってくるつもりはないと答えた⼦が多かった。また、同時に駄菓⼦屋へ⾏くことが多い男⼦
と少ない⼥⼦とで出演経験の差があり、成⻑と共にいかなくなることで出演したかどうか思い出
せないような事例もあった。
 あまみエフエムが10代の若者の帰巣本能に無意識に影響を与えているという結論に⾄ったた
め、より多くの若者があまみエフエムに触れる機会が必要であると考えた。
 無意識に影響を与えているとはいえ、その環境が無くなってしまえば、効果は薄くなってしま
う。このような部分も考慮し、新たな展開が必要であると考えた。

若者が集まる場所を活かした巻き込み
あまみエフエムを活⽤したUターンの促進

 今回の調査では、若者が多く集まる場所へのインタビューも⾏った。
その場所を利⽤し、気軽にお便りを書けるスペースの作成や電話出演など
も可能なのではないかと考えた。
 同時に、島外へ進学・就職後聞くようになった若者向けにUターン促進
のための相談や職業紹介、物件案内などもあればより具体的に奄美⼤島が
抱える若者不⾜の課題を解消できるのではないかと考えた。

●参考⽂献●
・麓憲吾「「あまみエフエム」開局までの道のりとその役割：島のアイデンティティを形成するコミュニティ：メディア」⿅児島⼤学⽣涯学習教育研究センター年報�11巻 P56-62 2014年
・麓憲吾「奄美豪⾬災害：あまみエフエムが⾏った災害放送の情報共有と感情共有」かごしま⽣涯学習研究：⼤学と地域 3巻 P79-86�2019年
・⼤⾕華「場所と個⼈の情動的なつながりー地元愛着，場所的アイデンティティ，場所感覚ー」環境⼼理学研究 第1巻 第1号 P58-67 2013年
・宮下正昭「奄美⼤島からみえるコミュニティFMの課題と将来性：「島域メディア」可能性を探る」⿅児島⼤学法⽂学部紀要⼈⽂学科論集 85巻 P41-56 2018年

●フィールドワークの詳細●
実施⽇時：2022年11⽉11⽇(⾦)∼14⽇(⽉)

調査回答者
・⾮営利活動法⼈ディ！
 代表：麓憲吾さん
 パーソナリティ：久⽶蘭さん/渡陽⼦さん
 職員の⽅：俊岡せのんさん/菅野優希さん/積貴⼦さん
・奄美⼤島に住む10代の⽣徒32名

・東京堂ガバガバ 店⻑さん
・奄美市⺠交流センター 職員の⽅
・島⼈mart 店員の⽅
・AiAiひろば 職員の⽅

内地
のぼる

∼ち、
∼ちょ Instagram

ようこねぇ
駄菓⼦屋
アーケード

YouTube

島が落ち着く
なんだかんだ島がいい
都会は怖いなど
島に関すること

・⿅児島県 奄美市 公式ウェブサイトhttps://www.city.amami.lg.jp
・⿅児島県教育委員会 公式ウェブサイトhttps://www.pref.kagoshima.jp/kyoiku/
・⿅児島県 公式ウェブサイト /令和元年度奄美群島の概況
・奄美⼤島⼈⼝ビジョンー瀬⼾内町https://www.town.setouchi.lg.jp/kikaku/documents/jinkoubijon.pdf

https://www.pref.kagoshima.jp/aq01/chiiki/oshima/chiiki/zeniki/gaikyou/r1amamigaikyou.html
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